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【法句】

専
徳
寺
納
骨
堂
受
付
中

御

案

内

秋
讃
仏
会
︵
彼
岸
会
︶
法
要

　

秋
の
お
彼
岸
を
ご
縁
に
讃
仏
会
法
要
を
つ
と
め
ま
す
。
に
ぎ
に
ぎ

し
く
ご
参
詣
く
だ
さ
い
。

本
願
寺
輔
教
　
成
　

照
星

師
（
太
宰
府
市
）

9
月　
日（
金
）
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昼
1
時　

分
〜
3
時　

分
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分
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時

3030

19

21

30

　
月
１
日（
土
）

10

昼
（
ご
満
座
）

　
　
1
時　

分
〜
3
時　

分

30

30

●
法
座
奉
仕
…
藤
生
地
区

●
戦
没
者
追
悼
法
要  

30
日
昼
座

　

戦
没
者
を
追
悼
し
、
ご
遺
族
の
焼
香
が
あ
り
ま
す
。

●
参
拝
セ
ッ
ト
（
念
珠
・
聖
典
・
式
章
・
聴
聞
カ
ー
ド
）
ど
う
ぞ

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

言葉を　聞くとは、　心を　いただくこと　である
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専 徳 寺

日
　
時

ご
講
師

　

岩
国
組
で
の
団
体
参
拝
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ご
一
緒
に

参
拝
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

【
期
間
】
平
成
29
年
5
月
16
日
〜
17
日

【
代
金
】
4
万
5
千
円
（
部
屋
は
相
部
屋
）

【
申
し
込
み
】
お
寺
に
ご
一
報
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　

（
☎
0
8
2
7
ー
38
ー
1
1
2
4
）

　

十
月
一
日
よ
り
来
年
五
月
ま
で
、
本
願
寺
で
は
「
伝
灯
奉
告
法
要
」

が
勤
修
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
ご
門
主
で
あ
る
専
如
上
人
が
、
門
主
就

任
を
仏
祖
・
宗
祖
の
前
で
告
げ
ら
れ
る
大
き
な
法
要
で
す
。

来
月
か
ら
伝
灯
奉
告
法
要

　
専
如
ご
門
主
が
初
め
て
の
ご
著
書
『
あ
り
の
ま
ま

に
、
ひ
た
む
き
に
　
―
不
安
な
今
を
生
き
る
』
を
、

P
H
P
研
究
所
か
ら
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　「
宗
教
や
仏
教
、
浄
土
真
宗
を
知
ら
な
い
方
に
も
関

心
を
向
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
文
章
を
意
識
し
ま

し
た
。
み
教
え
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、
私
自
身
や

対
談
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
生
き
方
や
考
え
方
を
通

し
て
、
自
己
中
心
的
で
は
な
い
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
教

え
に
照
ら
さ
れ
て
生
き
る
浄
土
真
宗
の
生
き
方
を
お

伝
え
で
き
れ
ば
」。
門
主
と
な
ら
れ
た
現
在
の
思
い
を

素
直
に
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
全
国
の
書
店
で
も

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

法
座
で
も
何
冊
か
準
備

い
た
し
ま
す
。
定
価
600

円
で
す
。

ご
門
主
さ
ま
初
の
ご
著
書

『
あ
り
の
ま
ま
に
、

　
　
　
　

ひ
た
む
き
に
』

せ
ん
に
ょ

大
谷
光
淳 

著



専徳精舎の鐘の声
摂取不捨の響あり
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つ
い
た
ち
礼
拝（
月
の
は
じ
め
を
お
寺
か
ら
）11
月
１
日（
火
）　

午
前
９
時
よ
り
45
分
間
。　

※
10
月
１
日
は
法
座
と
重
な
っ
た
為
あ
り
ま
せ
ん
。

み
仏
に
い
だ
か
れ
て
〔
葬
儀
勤
修
〕

8
月
26
日
御
往
生

　
　
　

平
田　
　

古
谷　

悦
男 

様
（
78
）

　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

古
谷　

幸
恵 

様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〔
仏
壇
入
仏
〕

ご
恩
を
偲
び〔
法
事
勤
修
〕
8
月
3
日
〜
9
月
11
日

【
長
野
】
小
島
豊
7
、【
通
津
】
福
田
稔
7
、
松
村

利
明
7
、
村
岡
修
二
7
・
7
・
13
、
藤
重
雅
也

1
、
松
村
豊
1
、【
保
津
】
賀
屋
宏
昌
33
、
森
田

清
美
1
、
岡
部
美
代
子
3
、
土
井
英
和
17
、
粟
津

節
子
7
、
畝
挟
芳
彦
25
、【
青
木
】
岩
中
敏
夫
7
・

33
、【
黒
磯
】
片
岡
良
太
3
、松
脇
克
郎
33
、【
市
内
】

伊
藤
英
子
7
、【
大
島
】
徳
岡
紀
美
3
、【
下
松
】

木
村
ハ
ル
エ
3

　

8
月
26
日　

御
三
幅　

藤
生　

上
村　

郁
子 

様

　
　

お
給
仕
の
慶
び
一
入
に
存
じ
ま
す
。

歓
喜
会
法
要
余
香
〔
8
月
26
・
27
日
〕

【
講　

師
】
加
藤
一
英
・
英
象
師

【
参
詣
数
】（
26
日
）
昼
座
95
名
、
夜
座
29
名
、

　
　
　
　

（
27
日
）
昼
座
71
名
。

【
お
鉢
米
】
小
方
基
史
。

法
要
総
代
交
代

　

村
河
武
男
さ
ん
が
、
諸
事
情
に
よ
り
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
長
い
間
、
法
座
を
支
え
て
く
だ
さ
り
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
よ
り
中
町
の
藤
本
杉
男
さ
ん
が
、

そ
し
て
先
月
よ
り
泉
迫
の
田
中
稔
さ
ん
、
高
林
宏

明
さ
ん
の
お
二
人
が
、
法
要
総
代
の
任
を
快
く
引

き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
参
加
人
数
は
32
名
。
今
年
も
龍
大

伝
道
部
の
学
生
さ
ん
4
名
が
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

終
了
直
後
、
岩
国
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
依
頼
に

よ
り
「
平
和
の
集
い
」
を
開
催
。
一
泊
合
宿
の

子
ど
も
達
に
加
え
、
百
名
を
超
え
る
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。
一
人
一
打
ず
つ
鐘
を
鳴
ら
し
、
平

和
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
る
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の「
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス（
風

船
と
ば
し
）」
は
大
変
美
し
い
光
景
で
し
た
。

本堂の動物たち
　本堂外陣の欄間の上（蟇股）には、左から虎、龍、兎が彫られて
います。これは本堂の再建期間と関係あるようです。

　　天明２年（１７８２）　壬寅

　　天明３年（１７８３）　癸卯

　　天明４年（１７８４）　甲辰

　天明２年に上棟式があり、３年間で建立されたようです。今から
２３０年ほど前、第六世住職・超応（１７５７～１７９４）師の時代です。

（
8
月
6
・
7
日
）

一

泊

合

宿

みずのえとら

みずのとう

きのえたつ
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